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学部に職を奉ぜられ、医学博士として其の名声九州は

勿論、上海、台滞、新鮮方面より来診を受けに陸続し

たのでも解るように喧伝せられた。

比の傑出した大先生も年少より郷土を出て九州で生涯

を終えられた為、郷土の人々には余り知られて居らな

いのが残念で、此度伝記を編纂することに致した次第

です。今に残っている逸話等を広く集録して先生の人

柄を追憶することとしました。
一つ二つその逸話をお話ししますと。先生は非常に酒

を愛され、晩酌4合程度を独酌したそうです。15才頃

先生は漢港医書を旧上山藩主に進講した程の幼少より

秀れて居られ、叉非常に勉強家で陸眠除けに「アンド

ソ」で欄をして、それが酒好きの原因とか。それでも

晩年軽い中風に冒されるとすっかり酒を禁じられまし

た。

発生の名声が如何に高いかを語る逸話として九州の人

から通知あったのですが、明治中期上山出身の大蔵省

属官某氏福岡に出張して宿屋に泊った処、下僚役人の

為むさくるしい悪い部屋に通したそうです。

某氏硯と紙をかりて先輩格の大森先生に会う為めに手

舐を書いた処、女中宛名が先生になってるので驚いて

亭主に話し、亭主も大森先生と同郷人と解って、にわ

かに態度をあらため部屋をかえ応待したとか。又先生

の外科手術の卓越したことを語る逸話として。

或る学会で胃癌の写真を発表したとき屍体解諜写真か

と先生に聞いた程当時としては全く先生の腹部内接手

術は外科界の驚戒であったそうです。又有名な話です

が、駈け込粧婦を帝王手術して仮死状態の生児を気管

切開して無事助け、立派な発育児にされた事があった

これが明治18年の頃ですからその技術のすぼらしさ全

く驚くばかりでした。

先生の九州に於ける生涯は大学病院長として輝かしい

ものでありました。

ONHK繕ハガキ運動に全員の協力を願います。

此の達敦は僻亀で学ぶ児童に社会科等の勉学の利用の

ために皆さんからひろく絵ハガキを送って頂いて活用

していただく運動です。

何卒旅行なきるとき下記の学校宛に送って下さる窟願

い上げます。

月可　期　　間　t　所　　　在l　へ　き　亀　学　校　名 

吊：…‡：；霊 ��西置賜郡飯豊町 西置賜郡津川村 �中津川小学校岳谷分校 叶水小学校西滝分校 

10 月 �蔦‡……；三‡ 10．22′・〉10．28 i �西村山部西川町 寒河江市大字宰生 ク　白岩 西置賜郡小国町 

昔…董 ��l と；ク票諾芸 lク l ≡ク �叶水小学校河原角冬季分校 小国小学校金目冬季分校 〃′ト倉冬季分校 玉川小学校中三川冬季分校 長沢小学校入折戸 

12 月 �12．3．＿12．9 12．10．・＿12．16 12．17′～12．23 12．24．．－12．30 �≒最上部鮭川村 Lク大蔵相 【西孟賜芸≡諾芸 �蔓曲川小学校大芦沢 を赤松小学枠中切 ：大滝小学校三岩滝 ；五喋沢小学校碩倉 

CLニコニコ箱

斎藤（得）君　　　工場新築落成にて

（○本日の献立

鯛の塩ふり　　　　豆院マユタケ汁

マグ七の刺身　　　大隈漬

ファイヤーサイド　美園グリル
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